
なかにうまっているものは･･･
－科学の目でみた古賀市船原古墳遺物埋納坑調査の最前線－

1　はじめに

2　遺物埋納坑の概要

平成25年度パネル展（会期：平成26年3月４日（火）～6月15日（日））

　この遺物埋納坑の東側にある船原古墳は、直径約
２０mあり、巨石を使用した副室構造の横穴式石室を
有する、市内最大級の古墳です。遺物埋納坑は隣接す
る谷部で発見されました。古墳の主体部から距離を置

いた位置で、主体部とは別の遺構に大量の馬具等が
出土したことや、形状が、「逆L字形」であることが、極め
て特異な事例です。
　遺物は、全体にわたり、隙間なく、さらに上下、重層的
に、遺物同士が複雑に絡み合い出土しており、総数は、
少なくとも200点を裕に超えています。
　特筆すべき遺物として、馬具では、蛇行鉄器が3本出
土しており、これは国内最多数量です。馬冑は、全国的
には埼玉県将軍山古墳、和歌山県大谷古墳に次ぐ、3
例目の出土となります。そして、金色に輝く豪華な金銅
装心葉形杏葉や鞍金具があるなど、朝鮮半島の影響
を色濃く感じる、国際色豊かな遺物が数多く出土して
います。また、この遺物埋納坑は後世の盗掘や撹乱を
受けておらず、埋納当時の姿をそのまま保っています。
これにより、古墳時代に、どのようなものを副葬し、それ
らをどこに、どういった順番で、埋納したのか、当時の葬
送儀礼の復元を、遺物の姿とあわせ、克明に復元する
ことができます。この点においても、貴重な発見である
とがいえます。

　船原古墳遺物埋納坑の遺物出土状況（古賀市教育委員会提供）
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　平成25年3月、古賀市教育委員会による古賀市谷山
地区の発掘調査で、古墳時代の馬具などが大量に埋
納されている大型土坑（遺物埋納坑）が発見されまし
た。出土した遺物は、質、量ともに重要性が極めて高い
ほか、出土状態が非常に良好であったことから、通常
の古墳から出土する副葬品では見ることができない豊
富な情報が含まれています。
　こうした重要な発見にあたり、九州歴史資料館では、
科学的な方法を使って、この豊富な情報をできるだけ
引き出し、保存、公開できるよう、発掘調査現場の段階
から、支援に入り、新しい取り組みにチャレンジしてい
ます。
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島根県立八雲立つ風土記の丘資料館 1996『黄金に魅せられた倭人たち』より

【馬具の名称】



３　X線CTスキャナによる調査成果

平成26年3月4日

【金銅装心葉形杏葉】
　左右1対の鳳凰と思われる文様で飾られ、文様や金具の特徴は新羅系です。鳳凰の羽の流れを極めて細かい線
彫りで表現するなど精巧な造りが見らます。また背面の土壌中に織物が残されていることが判明しました。

【金銅製歩揺付雲珠】
　花びら形の金具が傘の骨のように枝分かれした吊金具に吊り下がっています。六角形の透かし彫りの中央に大
型の歩揺を配置して、周囲に小型の歩揺が6点立つ、極めて華麗なデザインであり国内では出土例がありません。

【金銅装心葉形鏡板付轡】
　鏡板は心葉形で、銜通し孔を中心に十字に区画して
います。区画の内部は唐草文で装飾されています。
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【鉄製壺鐙】
　足を掛ける部分は壺状で、鞍から下がる紐の吊り手
部分は、蹴込の口と平行した長方形となっています。
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（文化財調査室　加藤和歳 ・ 小林啓）※船原古墳は現在も調査中のため、名称等が今後、変更・修正されることがあります。（資料は古賀市教育委員会蔵）


